
 

 

 

 

 

 

職 場 体 験 の 必 要 性 

校  長  長  田   克  

 

６月２９日～７月１日の３日間、２年生が市内の４１ヵ所の

事業所で、地域の方々にも見守られつつ職場体験をさせていた

だきました。４月の後半から準備してきた集大成の３日間とし

て、それぞれが多くのことを学ぶことができたようです。最終

日の帰校報告では、疲労の色は見えつつも、“やり切った！”

という達成感いっぱいの顔を見ることができました。なぜ、中

学生に職場体験を行わせるのか。  

 

1．職場体験が求められる背景  

職場体験が求められる背景として、子どもたちの生活や意識の変容、学

校から社会への移行をめぐる様々な課題、そして、何よりも望ましい勤労

観、職業観を育む体験活動等の不足が指摘されています。  

物質的な豊かさや生活の利便性の向上、都市化・少子化等の進展に伴っ

て、子どもたちの生活や意識も大きく変容しています。また、これまでの

子どもたちには見られなかった柔軟な感性や遊び心、ボランティア活動等

への高い参加意欲を持っているなどの積極性は見られるものの、社会性の

不足、規範意識の低下、人間関係や連帯感の希薄化、集団や社会の一員と

しての自覚や責任感の低下などが指摘されています。そして、変化の激しい先行き不透明な社

会を背景として、若者の世界に漠然とした閉塞感や無力感、あるいは、職業について考えたり、

職業の選択・決定を先送りにするモラトリアム傾向やフリーター志向の広がり、高水準で推移

する若年者の失業率やいわゆる「753」といわれる就職後の早期離職、また最近ではニート

（NEET：Not in Education,Employment,or Training）の問題が指摘される中で、生徒の進

路意識や目的意識の低下が懸念されています。  

 一方、このようなことから、学校段階では、従来から課題となっている不登校や中途退学に

ついても、将来の社会的自立に向けた支援の視点から「進路の問題」として捉えることの重要

性が指摘されています。  

 何よりも、各種報告等によると、日本の子どもたちは、将来に向けて、なぜ、学ばなければ

ならないのか、学び続けなければならないのか、何のために学校で学ぶのか等、学ぶことへの

関心や意欲が低下傾向にある等、様々な課題が指摘されている。まさに、「学ぶことの意義」

という教育の根幹の部分で問われているのです。  
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 こうした課題の背景には、子どもたちを取り巻く環境の変化等に起因する様々な要因が考え

られるが、特に、子どもたちの生活の中で、疑似体験や間接体験が多くなる一方、社会体験や

自然体験等の直接体験が著しく不足していることが大きく影響しているとの指摘があります。 

 自己の将来に夢や希望を抱き、その実現をめざし、職業生活に必要な基礎的な知識や技術・

技能の習得への理解や関心、望ましい勤労観、職業観の育成はすべての子どもたちに必要なも

のである。また、技術革新の進展や経済・産業の変化や構造転換などが急速に進む中で、学校

教育を終えた後も、若年者に対して、新たな知識や技術・技能を身に付け、生涯にわたって自

己の職業生活をたくましく切り拓いていこうとする意欲や態度、目的意識などを培うことがこ

れまで以上に大切になってきています。  

 

2．職場体験の必要性  

職場体験には、生徒が直接働く人と接することにより、また、実際的な

知識や技術・技能に触れることを通して、学ぶことの意義や働くことの意

義を理解し、生きることの尊さを実感させることが求められています。ま

た、生徒が主体的に進路を選択決定する態度や意志、意欲など培うことの

できる教育活動として、重要な意味を持っています。  

望ましい勤労観、職業観の育成や、自己の将来に夢や希望を抱き、その

実現を目指す意欲の高揚を図る教育は、これまでも行われてきたところであるが、より一層大

切になってきています。  

 職場体験は、こうした課題の解決に向けて、体験を重視した教育の改善・充実を図る取組の

一環として大きな役割を担うものです。特に、生徒の進路意識の未成熟や勤労観、職業観の未

発達が大きな課題となっている今日、生徒が実際的な知識や技術・技能に触れることを通して、

学ぶことの意義を理解し主体的に進路を選択決定する態度や意志、意欲など、培うことのでき

る教育活動として重要な意味を持っています。  

 中学校学習指導要領においては、体験的な学習や問題解決的な学習を重視しています。  

 また、平成11年12月の中央教育審議会の答申「初等中等教育と高等教育との接続の改善に

ついて」、及び平成16年1月「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書」

においても、小学校段階から発達課題に応じて「キャリア教育」を推進することが提言され、

その一環として職場体験等の体験活動を促進することが重要であると指摘されています。  

このような職業にかかわる体験は、ともすれば「働くこと」と疎遠になりがちであった学校

教育の在り方を見直し、今、教育に求められている学ぶことや働くこと、生きることの尊さを

実感させる具体的な実践の場です。  

 特に、中学校における職場体験は、小学校での街探検、職場見学等から、高等学校でのイン

ターンシップ等へと体験活動を系統的につなげていく意味において、重要な役割を持っていま

す。  

 このため職場体験は、各学校において、事業所や地域との深い連携・協力関係のもとに、生

きた学びの場を構築していくという観点に立って、幅広く導入していくことが強く望まれてい

ます。あわせて、小学校・中学校・高等学校等の連携を図っていくことも重要です。  

 

出典：中学校職場体験ガイド  文部科学省  


